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福井大学教育学部では、今年度から、地域の児童・生徒に対する先進的教育提供事業を開始した。著者らのグ

ループでは、2019 年 10 月 5 日土曜日に小学生５・６年生３０名程度を対象に午前と午後に各３時間のチャレン

ジ理科教室を開催した。内容は、小学生５・６年生にも興味を持ってもらえる身の回りにある不思議な現象につ

いて４つの話題（①落下の不思議、②大気圧の不思議、③燃焼の不思議、④電流の不思議）を実験演示した。図

１にチラシに掲載した４つの話題の写真を示す。４つの話題の内、①と②の話題については、工学部応用物理学

科の物理博物館１・２年生が中心に講師になり実験演示した。物理博物館とは、応用物理学科の学生達が実験や

ものづくりの課外活動を通して興味のあることを追求する集まりである。今回実施したチャレンジ理科教室の大

きな特徴は、参加者の小学生５・６年生だけなく、講師を務めた大学生達も科学コミュニケーションの楽しさを

実感することができた点であった。 

①落下の不思議では、「落下の実験」、「振り子の実験」、「重さの実験」の内容を扱った。②大気圧の不思議で

は、「人を使った圧力の実験」、「水圧の実験」、「大気圧の実験」を扱った。③燃焼の不思議では、「液体窒素の実

験」、「液体酸素を作る実験」を扱った。④電流の不思議では、「雷を発生させる実験」、「電流を取り出す実験」、

「電流の回りの磁界を観察する実験」を扱った。 

大学生達は講師を務めるために前日に予行演習を実施した。教員側で演示実験道具やスライドを用意し、演示

の見本を示した上で、大学生達が予行演習した。予行演習では大学生達の説明にかなり不安があったが、翌日の

本番では、見違えるように生き生きとした上手な実験演示をやっていた。午後の部では、午前の部よりも一回り

上手に実験演示をやり遂げ、若者の成長スピードの速さに驚かされた。また、参加者の小学生５・６年生も年齢

の近い大学生達に説明を受けている方が、年が離れている大学教員よりも楽しそうに話しを聞いているように見

えた。 

大学教員が小学生５・６年生を対象にした科学コミュニケーションの内容を大学生に実施してもらうことで、

科学コミュニケーションの輪が加速度的に広がることが実感できた。このような手法は、参加者の小学生５・６

年生と同時に、講師を務めた大学生達にも多く学ぶ所があり、たいへん教育的効果の高い手法であると考えられ

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 理科チャレンジ教室で扱った身の回りにある不思議な現象に関するチラシ写真。 

 
④「電流の不思議」 

 
①「落下の不思議」 

 
②「大気圧の不思議」 

 
③「燃焼の不思議」 
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